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 要 旨   
目的： 
 本研究はオープン・前向き研究で、低-中等度のアルコール離脱症候群（AWS）を示すア

ルコール依存症の外来患者の解毒におけるプレガバリンの効果、医療的安全性、実行可能

性について検討する。二次的評価項目は、（アルコールに対する）欲求の低下、心理的症状

と生活の質の改善である。 
方法： 
 40 人のアルコール依存症患者（DSM-Ⅳ）に 200-450 mg のプレガバリンを（アルコール）

解毒のため投与した。離脱症状のスケールは CIWA-Ar を、欲求のスケールは Visual 
Analoge Scale、Obsessive and Compulsive Drinking Scale を適用した。心理的症状と生

活の質については、それぞれ、SCL-90-R と QL-Index を使用して評価した。さらに、解毒

処置後、再発した患者と禁酒している患者について比較した。 
結果： 
 プレガバリン処置後も、アルコール離脱症状とアルコールに対する欲求は有意（P<0.001）
に継続して低下した。また、プレガバリンは心理的症状と生活の質での良好な改善をもた

らした（P<0.001）。 
結論： 
 本研究はプレガバリンの外来患者の解毒効果に関する初めてのオープン・前向き研究で

あり、プレガバリンは低-中等度のアルコール離脱症候群の患者の治療管理で効果的かつ安

全であることを示している。 

 




